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の
迷
信
的
対
応
策
を
述
べ
た
文
は
戦
国
時
代
〜
漢
代
の
簡
牘
に
多
く

見
ら
れ
、
当
時
の
役
所
に
住
民
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
多
数
用
意
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
配
布
資
料
に
住
居
に
ま
つ
わ
る
も
の
三
点

を
選
ん
だ
。
質
問
は
、
当
時
の
民
衆
が
身
の
廻
り
の
珍
現
象
に
恐
怖

心
を
抱
き
、
役
所
に
駆
け
込
む
の
は
分
か
る
が
、
対
応
す
る
役
人
ま

で
が
明
ら
か
な
迷
信
を
本
気
で
示
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
、

当
時
に
お
け
る
科
学
的
認
識
と
は
何
か
、
ま
で
議
論
は
進
ん
だ
。

　

第
五
七
七
回　

一
一
月
二
〇
日
（
水
）
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簡
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近
年
、
中
国
各
地
で
出
土
す
る
簡
牘
は
、
吏
人
の
墓
か
ら
の
出
土

が
少
な
く
な
く
、
生
前
の
業
務
に
関
連
す
る
律
令
や
行
政
文
書
が
大

量
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
伝
世
史
料
に
お
い
て
は
定
か

で
な
か
っ
た
、
中
国
古
代
の
律
令
制
社
会
の
詳
細
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
律
令
が
ど
の
よ
う
に

運
用
さ
れ
て
い
た
か
を
、
紀
元
前
、
秦
・
漢
初
の
裁
判
に
お
い
て
確

認
し
て
み
た
い
。

　

裁
判
は
、
些
末
な
庶
民
生
活
を
あ
か
ら
さ
ま
に
伝
え
、
社
会
史
と

し
て
も
興
味
深
い
が
、
裁
判
に
お
け
る
律
令
の
位
置
付
け
は
、
最
末

端
の
庶
民
の
日
常
と
律
令
と
の
接
点
を
知
る
上
で
貴
重
な
課
題
と
な

る
。

　

同
時
に
、
こ
の
律
令
の
整
備
は
、
紀
元
を
遡
る
中
国
古
代
に
あ
っ

て
、
数
千
万
に
上
る
人
々
（
前
漢
末
紀
元
二
年
の
人
口
は
、
五
九
五

九
万
四
九
七
八
人
。『
漢
書
』
地
理
志
）
を
統
治
す
る
上
で
、
軍
事
力

な
ど
の
威
圧
的
手
法
の
み
で
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
。

　

伝
世
史
料
で
は
、
裁
判
を
支
え
る
律
令
（
刑
罰
法
規
）、
刑
書
が
早

く
か
ら
整
備
さ
れ
て
い
た
。
刑
書
の
整
備
は
、
春
秋
時
代
、
中
央
集

権
化
が
進
む
紀
元
前
六
世
紀
に
、
鄭
の
刑
鼎
（
前
五
三
六
年
）、
晋
の

刑
鉄
鼎
（
前
五
一
三
年
）、
鄭
の
竹
刑
（
前
五
〇
一
年
） 

な
ど
と
多
出

す
る
。
こ
れ
ら
刑
書
の
整
備
は
、
否
定
的
反
響
を
呼
ん
だ
鄭
の
刑
鼎

に
対
し
、
鄭
の
竹
刑
で
は
既
に
国
益
に
沿
う
（『
春
秋
左
氏
伝
』）
と

も
見
な
さ
れ
た
が
、
ま
た
刑
の
起
源
を
異
民
族
で
あ
る
苗
民
に
仮
託

す
る
（『
尚
書
』
呂
刑
）
言
辞
も
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
戦
国
秦
漢
時
代
に
か
け
て
は
、
李
悝
の
法
経
（
盗
律
・

賊
律
・
網
律
・
捕
律
・
雑
律
・
具
律
）、
劉
邦
の
法
三
章
、
蕭
何
の
九

章
律
と
刑
罰
法
規
の
継
承
が
伝
え
ら
れ
る
一
方
、
行
政
的
法
規
に
つ

い
て
は
、
蕭
何
の
九
章
律
中
の
三
律
（
戸
律
・
興
律
・
廐
律
）
を
知

る
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
簡
牘
で
は
、
戦
国
時
代
に
も
遡
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る
睡
虎
地
秦
簡
の
秦
律
十
八
種
（
一
〇
七
条
。
田
律
・
廐
苑
律
・
倉

律
・
金
布
律
他
）
や
龍
崗
秦
簡
の
秦
律
断
簡
（
禁
苑
管
理
規
定
が
中

心
）、
嶽
麓
書
院
蔵
秦
簡
の
秦
律
（
整
理
中
。
亡
律
・
田
律
・
金
布

律
・
倉
律
他
）、
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』（
呂
后
二
年
・
前
一
八

六
年
）
の
漢
律
二
七
種
・
令
一
種
（
三
一
六
条
。
田
律
・
戸
律
・
置

吏
律
・
金
布
律
他
・
津
関
令
）
な
ど
と
、
戦
国
秦
漢
に
遡
る
行
政
的

法
規
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
睡
虎
地
秦
簡
や
龍
崗
秦
簡
中
の
秦
律
は
、
王
室
直
轄
地
の

管
理
規
定
と
し
て
の
位
置
付
け
が
窺
え
、
睡
虎
地
秦
簡
『
語
書
』（
前

二
二
七
年
）
で
は
、
秦
の
支
配
を
受
け
五
〇
年
の
歳
月
が
過
ぎ
た
南

郡
（
湖
北
荊
州
）
に
お
い
て
も
、
秦
の
律
令
が
未
だ
役
人
や
住
民
に

よ
っ
て
遵
守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
は
、
国
家
法
と
し
て
の
枠
組
み
が
整

備
さ
れ
て
い
た
が
、
行
政
的
法
規
の
登
場
に
は
、
王
室
の
家
法
と
し

て
の
位
置
付
け
が
窺
え
る
こ
と
に
な
る
。
後
代
の
晋
泰
始
律
令
（
西

暦
二
六
七
年
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
律
が
本
則
、
令
が
追
加
法
で

あ
っ
た
律
令
は
、
新
た
に
律
が
刑
罰
法
規
、
令
が
行
政
的
法
規
と
類

別
が
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
も
、
行
政
的
法
規
は
、
歴
代
王
朝

の
体
制
と
密
接
に
関
わ
り
、
各
王
朝
の
祖
法
と
し
て
重
視
さ
れ
る
一

方
で
、
王
朝
間
に
お
い
て
は
、
刑
罰
法
規
と
比
べ
て
そ
の
継
承
性
が

劣
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
行
政
的
法
規
に
対
し
て
刑
罰
法
規
は
、
統
治
の
柱
と
し
て
歴

代
継
承
さ
れ
、
治
安
の
維
持
、
安
定
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
人
々
の

日
常
と
も
深
く
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る

裁
判
事
例
も
、
こ
の
刑
罰
法
規
が
そ
の
運
用
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

罪
を
問
う
行
為
に
つ
い
て
は
、「
弗
用
命
戮
于
社
」（『
尚
書
』
甘

誓
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
社
」
の
前
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
賞
賜
の
場
で
あ
る
祖
廟
と
切
り
離
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
記
述

は
当
然
、
時
代
は
遡
る
。
刑
罰
法
規
が
整
う
戦
国
時
代
に
な
る
と
裁

判
の
安
定
性
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
睡
虎
地
秦
簡
の
『
法
律

答
問
』
は
、
具
体
的
な
事
例
を
基
に
律
令
の
運
用
に
解
説
を
加
え
た

手
引
き
書
で
、『
唐
律
疏
議
』
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
『
封

診
式
』
は
、
裁
判
の
手
順
を
例
示
し
た
手
引
き
書
で
、
宋
代
の
『
棠

陰
比
事
』
に
類
似
す
る
。

　

た
だ
こ
れ
ら
睡
虎
地
秦
簡
に
含
ま
れ
る
裁
判
上
の
手
引
き
書
は
、

多
少
、
抽
象
化
さ
れ
て
い
た
が
、
張
家
山
漢
簡
『
奏
讞
書
』
に
お
い

て
は
、
裁
判
で
の
具
体
的
な
審
理
過
程
が
生
々
し
く
記
載
さ
れ
て
お

り
、
伝
世
史
料
で
は
窺
い
知
れ
な
い
二
千
数
百
年
前
の
人
々
の
日
常

が
窺
え
る
。
奏
讞
は
、
判
決
に
関
わ
っ
た
県
の
役
人
の
間
で
、
判
決

へ
の
判
断
、
律
令
の
適
用
如
何
で
見
解
が
分
か
れ
た
場
合
、
上
級
審

（
裁
判
は
県
・
郡
・
廷
尉･

皇
帝
の
四
審
制
）
へ
判
断
を
仰
ぐ
手
続
き

で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
遡
る
時
期
に
、
役
人
の
間
で
、
事
件
に
関
係

す
る
律
令
の
適
用
如
何
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
奏
讞
書
』
案
例
二
一
の
秦
の
裁
判
で
は
、
夫
が
死
去
し
た
直
後
に
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妻
が
不
倫
を
し
た
と
夫
の
母
か
ら
訴
え
ら
れ
た
が
、
県
で
は
相
続
の

順
位
・
服
喪
の
範
囲
や
期
間･

不
孝
罪
の
適
用･

現
行
犯
逮
捕
の
原
則

等
々
の
律
の
運
用
が
審
理
さ
れ
、
県
吏
の
意
見
が
分
か
れ
る
中
で
、

上
級
審
の
廷
尉
府
に
お
い
て
、
死
亡
し
た
夫
へ
の
貞
節
は
否
定
さ
れ
、

現
行
犯
逮
捕
で
な
か
っ
た
点
が
問
題
と
さ
れ
た
。『
奏
讞
書
』
案
例
三

の
漢
初
の
裁
判
で
は
、
諸
侯
王
国
か
ら
長
安
に
徙
遷
さ
れ
た
女
性
を

妻
と
し
、
長
安
か
ら
連
れ
出
そ
う
と
し
た
役
人
が
、
来
誘
罪
（
亡
命

を
そ
そ
の
か
す
罪
）
に
当
た
る
か
、
姦
淫
罪
や
闌
亡
罪
に
当
た
る
か

で
、
県
で
の
判
決
が
纏
ま
ら
ず
、
廷
尉
や
皇
帝
に
ま
で
も
審
理
が
委

ね
ら
れ
て
い
た
。

　

裁
判
と
律
令
と
の
関
わ
り
は
、『
唐
律
疏
議
』
断
獄
に
も
、「
諸
断

獄
、
皆
須
具
引
律
・
令
・
格
・
式
正
文
」
と
見
え
る
が
、
遡
る
戦
国

秦
漢
時
代
に
あ
っ
て
、
既
に
裁
判
に
お
け
る
律
令
の
適
用
如
何
が
強

く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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